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2025年 3月期第 2四半期決算に関する質疑応答集２ 

 

 当社の 2025年 3月第 2四半期決算に関して、当社で想定していました質問および発表以降に株主・投

資家などの方々からいただいたお問い合わせ、感想および当社からの回答をまとめましたので以下の通

りお知らせいたします。 

なお本開示は市場参加者のご理解を一層深めることを目的に、当社が自主的に実施するものです。皆様

のご理解を賜ることを目的として一部内容・表現の加筆修正を行っております。 

 

 

Q1 CentOS7延長サポートが本格収益化し大幅増収とありますが、このトレンドはいつまで続きますか？ 

 

A1 CentOS7のコミュニティサポート終了に伴い、期初想定を上回る受注額を獲得し高成長牽引サービス

である Linux サポートのリカーリング売上のベースラインは一段高いレベルとなり大幅増収となり

ました。 

しかしながら、CentOSのコミュニティがサポートするバージョンは CentOS7が EOL（サポート終了）

を迎えた時点で終了し他に存在しないため、大幅な受注増加は、今後は見込んでおりません。 

一方で、CentOS7延長サポートの利用は、CentOSから他の OSへ乗り換えるまで当面の間、徐々に減

少しつつ継続する見込みですが、CentOS からの次期移行先 OS 候補として有力視される国際標準 OS

の AlmaLinux への移行を提案すること、CentOS からの乗り換え以外にも高品質長期サポート、脆弱

性管理、セキュリティ等の付加価値をつけた AlmaLinux の新サービスを提供することで Linux サポ

ートのさらなる成長を目指しております。 

 

 

Q2 第 2四半期の iTrust のトランザクション数が第 1 四半期より減少している要因は何でしょうか？ 

 

A2 iTrustの KPIである有償トランザクション数は、「季節性要因」や「一過性要因」により影響を受け

ることがあります。この第 2四半期については、「季節性要因」と「一過性要因」の両方の影響が重

なったことにより前四半期比で減少しております。もっとも、この先は複数の新規案件のスタート

に加え、第 4四半期に向けて季節性要因がプラスに働くため、右肩上がりの傾向になる見込みです。 

なお、「季節性要因」と「一過性要因」の例として、新年度に向けて金融機関の口座開設数や金融サ

ービスの登録数が増加するに伴い iTrust(本人確認)のトランザクションが増加する傾向となり、ま

た同様に年度末に向けて企業間の契約数が増加することに伴い iTrust(電子署名)のトランザクショ

ンが増加する傾向となる「季節性要因」と、金融機関などが特定期間に口座開設や登録のキャンペ

ーンを実施した場合等は、その特定期間内にのみトランザクション数が増加し、その後トランザク

ション数は減少傾向となる「一過性要因」があります。これらの傾向は「季節性要因」と「一過性要

因」が重なり数か月前後するなど、特定の四半期を前四半期比でみた際にトランザクション数が増



減いたします。 

これらのことから、有償トランザクション数の比較は、前年同期比または前年度比で比較すること

で、その傾向を確認いただけます。 

 

 

Q3 サービス構成変更に伴う組織変更などありますか？それにかかるコストが下期に発生するなどあれ

ば教えてください。 

 

A3 2024 年 10 月 1 日付で Linux/OSS サービスの部門と IoT サービスの部門を統合する組織変更をして

おります。組織変更に伴うコスト増は見込んでおりません。むしろ、リソースの効率的活用につな

がるものと考えております。 

 

 

Q4 上期の営業利益率は 16.3％ですが、通期業績予想を踏まえますと下期は 19.6％と営業利益率が上が

る見込みになっています。その理由を教えてください。 

 

A4 リカーリングサービスは四半期毎に積み重なり、iTrustなど第 4四半期に集中する傾向もあります。

そのため、例年上期の営業利益率より下期の営業利益率が高い傾向があり、今期についても同様に

下期がより営業利益率が高まる見込みです。 

 

 

Q5 プラットフォームサービスのうち旧 IoT サービスのプロフェッショナルサービスの上期の状況につ

いて教えてください。 

 

A5 セキュリティコンサルは国際安全基準や法規制の動向に伴い前年同期比増と堅調に推移しました。

受託開発は子会社のリネオソリューション社が好調に推移しました。その結果、プロフェッショナ

ルサービス全体では上期は前年同期比 11.2％増収となりました。 

 

*  iTrust®は当社の登録商標です。 

* 登録商標 Linux® は、Linus Torvalds から排他的ライセンスを受けている The Linux Foundation からサブライセンスを受けて使用

しています。 

*  その他本文書に記載されている会社名、製品名、サービス名は、当社または各社、各団体の商標もしくは登録商標です。 
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